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A．研究目的 

近年の医療の発達などにともない、知的障害

者についても高齢化が進んでいる。それと同時

に、がん等の病気になる人も増えていることが

予想される。知的障害者ががん等の重篤かつ生

活を左右する疾病に罹患した際、家族や支援者

らとともに意思決定を進め、治療方法等を選択

することになる。しかし、がん等の重篤かつ病状

の変化に対する継続的な情報提供が求められる

疾患においては、残念ながら十分な情報提供が

行われていない実態がうかがえる。知的障害者

の意思決定支援を見据えたわかりやすい医療情

報の提供が検討されるべきであると考えられる

が、知的障害者向けの「わかりやすい版」（文章

のわかりやすさに加え、図示等の視覚的な配慮

が充分に加えられた情報）作成の追究自体が極

めて少ないのが現状であり、がん情報において

も管見の限り見当たらない。 

本研究班では 2020年度に大腸がんに関する既

存の一般向け冊子をもとにした知的障害者向け

の「わかりやすい版」の試作を行い、作成プロセ

スの詳細を実践の記述から明らかにした。その

後、２０２１年度には同様の作成方針に則って

肺がんに「わかりやすい版」を作成し報告してい 

た。 

 

本年度の研究では、今までの成果を踏まえ、が

んとは別領域へその作成を横展開することとし

た。がんと同じく非感染性疾患である糖尿病は、

健康日本 21（第二次）1）に定められた主要な生活

習慣病の 1 つであり、医療計画 2）における 5 疾

病・5事業及び在宅医療の医療提供体制のなかで

も重点疾患として扱われており、今後も特に発

症予防・重症化予防に重点をおいて糖尿病対策

事業が継続される見込みである。糖尿病は、食事

療法・運動療法が治療として重要な疾患領域で

あり、自分自身が糖尿病という疾患や治療内容

を理解することが、特に重要な領域である。その

ため、本研究では、糖尿病分野における「糖尿病 

わかりやすい版」の作成の過程と課題について

検討した。 

 

B．研究方法 

 「大腸がん わかりやすい版」と「肺がん わ

かりやすい版」の作成手法を踏襲した上で、糖尿

病の疾患領域の専門医家として、2名の糖尿病学

会認定専門医とともに、2022 年度中に 5 回の打

ち合わせを行いながら、わかりやすさと医学的

な妥当性について検討を行いながら進めた。糖

尿病についての基礎情報として、国立国際医療

研究センター糖尿病情報センターが一般の方向

けに公開している資料 3）を用いた。 

 

研究要旨 

本厚労科研の別分担研究において、いままでに「大腸がん わかりやすい版」と「肺がん わかりや

すい版」を作成しており、その作成プロセスと汎用的な知見について検討し、報告していた。そのよう

な知見を活かし、本研究ではがんとは別領域である糖尿病分野における「糖尿病 わかりやすい版」の

作成の過程と課題について検討した。 
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（倫理面への配慮） 

本研究は、過去に倫理審査委員会に諮りなが

ら作成した既存資料を基として、別領域へプロ

セスの横展開を行った物であり、新たに人を対

象とする研究を行ったものではない。 

 

C．研究結果 

 「糖尿病 わかりやすい版」として、合計 12

ページからなる冊子（資料１）の作成に至った。

この冊子は、見開きで使うものであり、以下の 4

つの大きな章立てとして作成した。 

基本１．「糖尿病」ってどんな病気 

基本２．糖尿病で起こる ほかの病気 

基本３．検査のしかた 

基本４．治療のしかた（運動・食事） 

 

〇基本１．「糖尿病」ってどんな病気 

 糖尿病という疾患概念についての説明を行っ

ている記載箇所である。「わかりやすい版」であ

るため、まずは自身に起こりうる症状や、どうし

て治療をした方がよいのか、どのように治療を

行えばよいのかということを端的に表現した。 

 イラストにおいては、ご自身に起こりうる症

状について、すこし大げさに表現することで、よ

り直感的に理解しやすいように配慮した。 

 

〇基本２．糖尿病で起こる ほかの病気 

 糖尿病の合併症について説明を行っている記

載箇所である。糖尿病に特有な合併症としての

細小血管症（糖尿病神経障害、糖尿病網膜症、糖

尿病腎症）と、動脈硬化症から引き起こされる大

血管症（脳梗塞、心筋梗塞、足病変）についてな

るべく平易に、かつ恐怖心を煽らないように配

慮して記載した。 

 イラストにおいては、その合併症が起こるこ

とで具体的にどのようなことが起こるのか、ど

のような検査を行うことになるのかなど、具体

的に想像しやすいように配慮して作成した。 

 

〇基本３．検査のしかた 

 糖尿病のために医療機関を受診した際に、医

療者から最もよく説明される「血糖値」「ＨｂＡ

１ｃ」についての説明を行っている記載箇所で

ある。イラストを併用することで、“採血検査”

を行ったことで、“検査結果説明”という流れに

なることを意識して作成した。 

 

〇基本４．治療のしかた（運動・食事） 

 糖尿病の治療の概要について説明を行ってい

る記載箇所である。本来であれば、内服治療やイ

ンスリン治療についてもよりしっかりと説明す

るパートではあるが、「わかりやすい版」という

ことで、わかりやすさを最優先として、概念が理

解しにくい内服治療・インスリン治療について

の詳細な説明は割愛した。運動、食事については、

具体例も織り交ぜることで、より自分自身で実

践しやすいように配慮して作成した。特に、有酸

素運動や、お酒・ジュースの量など、曖昧な記載

は避け具体的は数字を記載することを心掛けた。 

 

D．考察 

本研究によって、がん情報の「わかりやすい版」

の作成プロセスが、糖尿病という別領域にも横

展開可能であるということが明らかとなった。

がん情報の作成プロセスにおいても“わかりや

すさによって正確性が失われないよう、専門者

へのヒアリング体制が重要”という検討結果で

あったため、本研究では「糖尿病 わかりやすい

版」の作成当初段階から糖尿病専門医 2 名が密

接にかかわりながら進めた。 

作成を進める上で、特に意識したことは、実際

の使用者の視点である。例えば、登場する用語を

どこまで説明するかという観点では、“ＨｂＡ１

ｃ”については冊子中で説明を加えているが、

“インスリン”については語句のみ登場したの

みで説明を加えていない。これは“ＨｂＡ１ｃ”

という用語は医師から説明を受ける際にほぼ毎
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回出てくるキーワードでもある一方で、“インス

リン”という用語は病態背景の理解には必要な

ものの治療には直結する言葉ではないことが理

由である。確かに、インスリン治療を行っている

方、もしくは 1 型糖尿病の方などはインスリン

についての知識があることが望ましいものの、

今回の冊子の使用者は主に 2 型糖尿病かつ今ま

であまり医療者から糖尿病の説明を受けたこと

がない方を使用者として想定しながら作成した

ために“インスリン”の詳細な説明は割愛とした。 

このように、今回作成した冊子には全般的に

使用者の視点が盛り込まれており、実際に糖尿

病診療を行っている専門家と、いままでのがん

領域における使用者ヒアリングなどの結果が織

り込まれたものであると考えられる。がんの方

と糖尿病の方では捉え方等も違う可能性もあり、

今後は実際に作成した冊子について、より使用

者にとって使いやすいものにしていくこくこと

が望ましい。 

 

E．結論 

今年度は、いままでに「大腸がん わかりやす

い版」と「肺がん わかりやすい版」の知見に基

づいて、糖尿病分野における「糖尿病 わかりや

すい版」を作成した。今後は実際に作成した冊子

について、より使用者にとって使いやすいもの

にしていくこくことが望ましい。 

 

F．健康危険情報  

なし 

 

G．研究発表 

 なし 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 

 なし 
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